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行 政 相 談
役所のしごとのことで、圉った
ことや苦情。そのほかご意見があ
りましたら。どしどしおよせくだ
さい。専門の行政相談委員がお受
けしています。
毎月第2木曜日・午後1時～4時
区役所本庁舎( 1 階) 区民相談室

休日診療の方法が変わりました
当番医制度から診療所制度へ

七
月
か
ら
実
施
し
て
き
た
休

日
診
療
の
万
法
が
、
十
月
か
ら

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
の
休
日
診
療
当
番
医
(
救
急

指
定
病
院
)
で
は

。
休
日
診
療

を
行
な
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

区
で
は
、
足
立
区
医
師
会
の
協
力
を

得
て
、
七
月
か
ら
休
日
診
療
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
方
法
は
、
区
内
二

十
二
か
所
の
救
急
指
定
病
院
が
輪
番
制

で
、
診
療
に
あ
た
る
も
の
で
し
た
。
こ

の
方
法
は
、
暫
定
的
な
も
の
で
、
当
番

医
の
病
院
に
は
多
大
な
負
担
を
か
け
、

ま
た
、
休
日
ご
と
に
診
療
医
院
が
か
わ

る
た
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
も
。
不

便
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

恒
久
的
な
休
日
診
療
制
度
が
望
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
こ
で

、
休
日
ご
と
に
診
療
医
院
の

か
わ
る
当
番
医
制
度
を
や
め
て
、
新
た

に
三
か
所
の
休
日
診
療
所
を
開
設
し
、

十
月
七
日
(
第
一
日
曜
日
)
か
ら
休
日

診
療
を
始
め
て
い
ま
す
。

10月から始まった休日診療所制度( 東都休日診療所)

休
日
診
療
の
対
象
は
内
科
・
小
児
科

休
日
診
療
の
対
象
と
な
る
の
は
、
内

科
・
小
児
科
で
、病
院
の
休
み
の
時
に
、

急
な
発
熟
・
頭
痛
な
ど
の
、
急
病
人
の

応
急
措
置
を
す
る
の
が
目
的
で
す
。
救

急
車
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
重
い
症
状

の
方
は
、
救
急
病
院
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
翌
日
に
は
、
か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
往
診
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
診
療
す
る
場
所

□
千
住
休
日
診
療
所
(
千
住
仲
町
一
五

足
立
区
医
師
会
館
五
階
)
電
話
架
設

中
□
綾
瀬
休
日
診
療
所
(
東
綾
瀬
一
丁
目

五一
一
七

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
地
内
)
電
話
架
設
中

□
竹
の
塚
休
日
診
療
所
(
竹
の
塚
二
丁

目
二
五
-
ニ
ー
教
育
セ
ン
タ
ー
ー

階
東
側
)
　
(
五
〇
-
(
(
〇
一

▼
診
療
を
行
な
う
日

日
曜
日
・
国
民
の
祝
日
・
国
民
の
祝

日
が
日
曜
日
の
場
合
の
翌
日
(
ふ
り

か
え
休
日
)
・
十
二
月
三
十
日
～
】

月
三
日

▼
診
療
時
間

各
診
療
所
と
も
午
前
十
時
か
ら
午
後

四
時
(
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

一

時
ま
で
は
、
昼
休
み
で
す
)

休
日
診
療
利
用
に
つ
い
て
の
ご
注
意

□
診
療
に
は
、健
康
保
険
証
・
医
療
証
・

休
日
受
診
票
(
医
療
扶
助
の
方
)
な
ど

を
お
忘
れ
な
く
持
参
し
て

く
だ
さ

い
。
保
険
証
を
お
持
ち
に
な
ら
な
い

と
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

□
内
科
・
小
児
科
の
急
病
以
外
の
方
は

な
る
べ
く
利
用
し
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

□
外
科
・
産
科
な
ど
の
患
者
や
、
重
病

人
の
方
は
、
従
来
ど
お
り
救
急
病
院

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
診
療
所
方
式
は
、
区
民
の
み
な

さ
ん
の
休
診
日
に
お
け
る
医

療
不
安

を
、
根
本
的
に
解
消
す
る
目
的
の
た
め

の
一
環
と
し
て
始
め
ら
れ
た

も
の
で

す
。
ど
う
か
、
じ
ぞ
つ
ず
に
、
効
率
よ

く
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ
先
は
、
区
役
所
保
健
係

ま
た
は
、
足
立
区
医
師
会
(
　
(
【

】-

九
【

六

】)
へ
ど
}つ
ぞ
。

お
願
い

六
月
三
十
日
発
行
の

区
の
お
知
ら
せ
・
休
日

つ
外
で
、
休
日
診
療
当
番
医
一

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
家

一
m
J
に
m

し
て
い
る
方
は
、
下
表
と
お

取
り
換
え
く
だ
さ
い
。

千住休日診療所

竹の塚休日診療所

綾瀬休日診療所

こちら
119番

救
急
隊
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

救
急
車
を
呼
ぶ
時
は

目
的
地
を
は
っ
き
り
と

足
立
区
は

、
救
急
車
の
出
動
件
数
が

極
め
て
多
い
区
で
す
。
四
ヤ
七
年

度

に
、
千
住
・
西
新

井
消
防
署
両
管
内

(
千
住
・
西
新
井
・
大
師
前
・
大
谷
田

救
急
隊
)
で
救
急
車
が
出
動
し
た
件
数

は
、
一
万
一
千
一
四
〇
件
。
一
日
あ
た

り
約
三
十
一
件
も
出
動
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
日
で
二
十
一
件
も
出
動
し

た
隊
が
あ
る
そ
う
で
す
。

救
急
車
に
乗
っ
て
い
て
困
る
の
は
、

目
的
地
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
時
。

特
に
夜
間
は
目
標
が
わ
か
り
に
く
く
、

サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た
ら
表

に
出
て

「
こ
こ
で
す
」
と
場
所
を
は
っ
き
り
と

示
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
。

ま
た
、
な
か
に
は
、
か
か
り
つ
け
の

病
院
へ
運
ん
で
欲
し
い
と
の
希
望
が
あ

る
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
次
の
こ
と

-
希
望
す
る
病
院
に
医
者
・
看
護
婦
は

い
る
か
、
ベ
ッ
ド
は
空
い
て
い
る
か
I

を
確
認
し
て
お
く
よ
う
に
望
ま
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、救
急
車
が
I
い
た
ら
す

ぐ
に
、
希
望
す
る
病
院
の
こ
と
を
相
談

す
る
の
が
肝
心
で
す
。
あ
る
程
度
走
り

だ
し
て
か
ら
言
わ
れ
て
も
困
り
ま
す
。

救

急

車

が

到

着

す

る

ま

で

の

応

急

処

置

最
近
は
、
交
通
渋
滞
や
応
援
出
動
な

ど
で
、
目
的
地
に
着
く
ま
で
に
十
分
以

上
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

時
の
た
め
に
も
、
次
の
こ
と
を
知
っ
て

お
く
と
便
利
で
す
。

▽
出
血
し
て
い
た
ら
I
止
血
す
る

▽
吐
く
堤
合
I
瞶
に
夜
か
せ
る

▽
骨
折
し
て
い
た
ら
I
患
部
を
勳
か
さ

な
い

▽
意
揃
が
な
い
時
-
気
道
を
確
保
す
る
(

横
に
寝
か
せ
て
、頭
を
後
に
引
き
、

あ
ご
を
出
し
て
、
呼
吸
し
や
す
い
よ

・つ
に
す
る

。
そ
の
時
、
上
側
の
足
を

ま
げ
る
)
む
や
み
に
助
か
さ
な
い

消

防

庁

の

救

急

相

談

引
越
し
た
ば
か
り
な
の
で
医
者
を
紹

介
し
て
ほ
し
い
と
か
、
病
気
に
つ
い
て

の
相
談
な
ど
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
消
防

庁
の
救
急
指
令
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
を
。

五
八
一
一
四
四
一
一

な
お
、
救
急
車
を
呼
ぶ
と
、
お
金
が

か
か
る
と
思
っ
て
い
る
方
が
い
る
そ
う

で
す
が
、
救
急
車
の
料
金
は

】切
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
念
の
た
め
。
た
だ
し
、

病
院
で
の
診
察
費
は
必
要
で
す
。

救 急 指 定 病 院 一 覧 表

第
2
3回
足
立
区
文
化
祭

区
と
区
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
も
「
文
化
の
日
」
を
中
心
に
、
芸

術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
を
各
種
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
多
数
の

ご
観
覧
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

<
芸
能
大
会
>

□
民
踊
(
民
踊
礇
盟
)
　
十
月
二
十

(
日
(
日
)
午
前
十
時
?
午
後
四
時

三
十
分

□
民
踊
(
瑞
穂
の
会
)
　
十
一
月
三

日
(
土
)
午
前
九
時
?
午
後
九
時

□
吟
詠
(
吟
詠
連
盟
)
　
十
一
月
四

日
(
日
)
午
前
九
時
?
午
後
九
時

□
総
合
芸
能
(
と
く
さ
会
)
　
十
一

月
十
日
(
土
)
午
前
十
二
時
三
十
分
?

午
後
九
時

以
上
は
い
ず
れ
も
区
産
業
振
興
館

□
民
踊
(
民
謡
団
体
連
盟
)
　
十
月

二
十
八
日
(
日
)
午
前
九
時
?
午
後

九
時

□
邦
楽
舞
踊
(
邦
楽
舞
踊
連
盟
)

十
}
月
三
日
(
土
)
午
前
十
一
時
?

午
後
四
時
三
十
分

□
洋
舞
踊
(
洋
舞
踊
団
体
連
盟
)

十
一
月
四
日
(
日
)
午
後
一
時
～
五

時
以
上
は
い
ず
れ
も
区
文
化
会
館

<
総
合
展
覧
会
>

□
日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑
　
十
一
月

一
日
(
木
)
冫
三
日
(
土
)
午
前
九

時
?
午
後
六
時
(
但
し
コ

二
日
は
午

後
四
時
ま
で
)

□
手
芸
・
写
真
　
十
一
月
四
日
(
日
)

ヱ
(
日
(
火
)
午
前
九
時
?
午
後
六

時
(
但
し
、
六
日
は
午
後
四
時
ま
で
)

□
書
道
・
水
石
　
十
一
月
七
日
(
火
)
?

九
日
(
金
)
午
前
九
時
?
午
後
六

時
(
但
し
、
九
日
は
午
後
三
時
ま
で
)

□
茶
道
・
華
道
　
十
一
月
十
日
(
土
)
?

十
二
日
(
月
)
午
前
九
時
?
午
後

六
時
(
但
し
、
十
二
日
は
午

後
四

時
ま
で
)

□
社
交
舞
踏
大
会
(
舞
踏
連
盟
)

十
一
月
十
七
日
(
土
)
午
後
六
時
?

九
時以

上
は
い
ず
れ
も
区
産
業
振
興
館

<
大
輪
菊
花
大
会
>

□
第
一
会
場
(
日
本
菊
友
会
・
大
鷲

神
社
献
菊
会
)
　
十
一
月
一
日
(
木
)
～

三
十
日
(
金
)
午
前
(
時
～
午
後

六
時
/
花
畑
大
鷲
神
社
境
内

□
第
二
会
場
(
提
南
菊
友
会
)
　
十

一
月
一
日
(
木
)
?
十
五
日
(
木
)

午
前
九
時
?
午
後
五
時
/
南
宮
城
公

園□
第
三
会
場
(
江
北
蜀
友
会
)
　
十

一
月
一
日
(
木
)
?
十
五
日
(
木
)

午
前
九
時
～
午
後
六
時
/
鹿
浜
四
丁

目
北
野
神
社
境
内

<
各
種
大
会
>

□
短
歌
大
会
(
足
立
歌
人
ク
ラ
ブ
)

十
一
月
三
日
(
土
)
午
後
一
時
～
五

時
/
区
青
年
館

□
謡
曲
大
会
(
謡
曲
連
盟
)
　
十
一

月
四
日
(
月
)
午
前
九
時
～
午
後
九

時
/
区
青
年
館

□
囲
碁
大
会
(
日
本
棋
院
足
立
支
都
)

十
一
月
三
日
(
土
)
午
後
一
時
?
五

時
/
東
洋
工
缶
ホ
ー
ル

□
俳
句
大
会
(
俳
句
連
盟
)
　

十
一

月
三
日
(
土
)
正
午
?
午
後
六
時
/

そ
ば
久
別
館

□
将
棋
大
会
(
日
本
将
棋
連
盟
足
立

支
部
)
　
十
一
月
四
日
(
日
)
午
前

十
時
?
午
後
九
時
/
正
和
ク
ラ
ブ

旧
渕
江
村
を
語
る
座
談
会

旧
渕
江
村
の
昔
を
し
の
ん
で
、
地
万
の
古
老
や
有
識
者
に
話
兮
つ
か

が
い
ま
す
。
聴
講
御
希
望
の
方
は
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
卜
月
二
十
七
日
(
土
)
午
後
二
時

会
場
　
中
央
図
一
館

旧
渕
江
村
資
料
展
開
催
中

た
だ
い
ま
中
央
図
S
館
で
、
旧
洌
江
村
(
保
木
間
、
竹

の
塚
、
六

月
)
の
古
い
資
料
を
十
一
月
末
日
ま
で
(
予
定
)
展
示
中
で
す
。
ぜ
ひ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

少
な
い
費
用
で

実
の
あ
る
結
婚
式
を

区
立
の
結
婚
式
場

秋
は
結
婚
式
の
シ
ー
ズ
ン
、
こ
の

秋
も
た
く
さ
ん
の
カ
y
プ
ル
か
生
ま

れ
る
こ
と
で
し
!

つ
。

最
近
で
は
、
式
の
あ
げ
方
も
い
ろ

い
ろ
で
、
船
上
結
帰
式
。
機
上
結
婚

式
な
ど
変
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
か

一
般
の
式
場
で
挙
げ
る
場
合
も
、
叢

華
な
も
の
か
ら
二
人
だ
け
の
質
素
な

も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ど
ち
ら

が
よ
い
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

に
よ
り
ま
す
か
、
少
な
い
費
用
で
実

の
あ
る
結
婚
式
が
あ
け
ら
れ
る
区
立

の
結
婚
式
場
が
あ
る
の
を
案
外
知
ら

な
い
人
が
多
い
よ
・つ
で
す
。

区
内
に
は
三
つ
の
区
立
結
婚
式
場

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
は

区
民
の
み
な
さ
ん
の
も
の
で
す
、
多

い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

■
産
業
振
興
館

千
住
一
丁
目
五
〇

(
(
一
〒
一
六
六
(
?
九
　

区
役
所
の
と
な
り
に
あ
り
、
場
所

が
わ
か
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
と
、

電
車
や
バ
ス
が
集
中
し
て
い
て
。
交

通
の
便
が
よ
い
の
で
多
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

披
露
寔
は
、
最
高
百
二
十
人
ま
で

で
き
。
和
室
・
洋
室
両
方
あ
り
ま
す

の
で
好
み
に
合
わ
せ
て
お
遇
ぴ
く
だ

さ
い
。

昭
和
三
十
年
に
設
立
さ
れ
。
今
ま

で
に
、
九
千
四
百
組
の
カ

。
プ
ル
が

こ
こ
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

日
曜
・
祝
日
も
休
み
な
く
開
館
し

て
い
ま
す
。

■

青

年

館

酉
新
井
一
丁
目
四
一

一
七

(
九
〇
-
○
〇
六
一
　

区
民
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
、
西
新
井
大
師

に
隣
接

し
、
東
武
練

。
大
師
前
駅
の
す
ぐ
前

に
あ
り
。
雨
が
降
っ
て
も
傘
の
い
ら

な
い
距
離
で
す
。

七
十
名
ま
で
の
披
露
宴
が
で
き
、

和
室
、
洋
室
と
も
に
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
(
年
の
開
館
以
来
一
こ
千

三
百
組
の
方
が
新
し
い
人
生
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

青
年
館
で
は
、
結
婚
式
以
外
に
、

一
物
の
着
付
教
室
。
結
婚
講
座
な
ど

若
人
の
た
め
の
各
種
の
講
座
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
月
曜
は
休
館
し
ま
す
。

■

東

部

区

民

福

祉

セ

ン
タ
ー

東
梭
瀬
一
丁
目
五
一

一
一

六
〇
五
-
七
一
〇
一
　

千
代
田
線
・
綾
瀬
駅
か
ら
五
分
。

三
つ
の
施
設
の
中
で
一
番
新
し
く
、

般
備
も
整
っ
て
い
ま
す
。
駐
車
場
も

あ
り
。
年
々
利
用
者
が
ふ
え
て
い
ま

す
。三

十
人
ヱ
(
十
人
の
披
露
宴
が
で

き
、
今
ま
で
に
二
千
五
百
組
の
ヵ
'

プ
ル
が
式
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

◆

申

込
み

・

そ

の
他

申
込
み
は
直
接
式
場
へ
。
六
か
月

前
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
。

使
用
料
は
、
式
場
-
五
百
円
～
千
円

披
露
室
一
三
百
円
～
千
三
百
円
。

こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
し
た
場
合

の
標
準
的
な
費
用
は
、
式
・
写
真
・

披
露
宴
な
ど
一
切
を
含
め
て
。
一
人

あ
た
り
五
千
円
ヱ
(
千
円
、
四
十
人

の
場
合
二
十
万
円
～
二
十
五
万
円
程

度
で
す
。

足
立の
史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
3
5
)

―
―
千
住
三
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
四
―
―

勝
山
準
四
郎

旧
遭
の
西
裏
に
あ
る
の
が
千
寿
第
一
小
学
校
。

三
丁
目
学
校
で
あ
る
。
明
治
四
二
年
の
開
校
で
あ

る
か
ら
、
も
う
六
十
余
年
の
歴
史
が
あ
る
。
も
っ

と
も
こ
の
年
第
二
小
学
校
(
宮
元
町
)
も
開
股
さ

れ
て
い
る
。
「
第
こ

と
名
が
つ
く
と
知
ら
な
い

人
は
、
町
内
で
一
番
古
い
学
校
の
よ
う
な
気
が
す

る
が
、
千
住
で
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
千
寿
小

学
校
が
最
古
参
で
、
来
年
百
周
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
「
第
二

は
本
校
か
ら
一
番
先

に
分
離
独
立
し
た
意
味
で
侖
名
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
区
内
の
小
学
校
に
は
「
第

こ

と
名
の
つ
く

も
の
が
外
に
も
六
校
あ
る
。
皆
こ
の
時
の
例
に
な

ら
っ
て
校
名
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

余
談
な
が
ら
区
内
の
中
学
校
名
に
も
番
号
名
が

多
い
が
、
一
中
か
ら
十
四
中
ま
で
は
昭
和
二
二
年

の
斬
学
制
に
よ
る
同
時
闘
校
で
あ
る
。
当
時
の
時

世
柄
ほ
と
ん
ど
間
借
校
舎
で
開
校
し
、
本
彌
設
が

ど
の
町
に
造
ら
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
あ

っ
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
学
区
の
行
政
順
に
番
号

校
名
と
し
た
の
が
、
今
も
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
妙
な
話
だ
が
「
十
二
」
以
上
の

番
号
の
つ
い
て
い
る
中
学
は
、
日
本
中
ど
こ
を
さ

が
し
て
も
本
区
以
外
は
見
当
ら
な
い
。

閑
晒
休
題
。
と
こ
ろ
で
千
住
町
で
当
校
と
千
二

小
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
、
千
寿
小
が
閠一
校
し
て
か

ら
三
十
五
年
間
よ
く
も
唯
一
校
で
。
町
の
子
ど
も

の
教
育
が
閧
に
合
っ
た
も
の
と
、
不
思
峨
に
思
え

る
が
、
爽
は
意
外
に
も
そ
の
分
を
私
立
小
学
校
が

肩
代
り
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ご
承
知
の
よ
う
に
明
治
五
年
の
学
制
発
布
に
よ

っ
て
。
官
公
立
小
学
が
誕
生
す
る
わ
け
だ
が
、
必

娶
経
費
は
一
切
地
元
負
担
で
、
国
や
府
県
か
ら
は

一
銭
の
補
助
金
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
ま
で

の
盡
や
寺
小
屋
で
の
教
育
で
は
、
応
分
の
月
謝
だ

け
を
払
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
学
校
の
驀

設
費
か
ら
維
持
管
理
費
。
教
貝
の
給
料
ま
で
す
べ

て
町
村
持
と
あ
。
て
は
。
学
校
と
は
荷
厄
介
な
も

の
と
考
え
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
で
そ
れ
ま
で
の
塾
、
寺
小
屋
の
内
に
は
、
私

立
小
学
と
衣
更
え
し
た
所
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
六
年
調
査
に
よ
る
と
。
区
内
の
公
立
小

学
校
は
十
四
校
。
私
立
は
十
一
校
で
あ
る
が
。
生

徒
数
は
ほ
と
ん
ど
同
数
の
(
百
人
台
で
あ
る
。
特

に
千
住
町
で
は
、
公
立
は
千
寿
小
一
校
で
五
(

名
、
私
立
は
七
校
六
こ
一
名
で
、
圧
倒
的
に
私
立

学
校
が
町
の
子
ど
も
の
教
育
に
当
た
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
(
参
照
足
立
区
史
)

樋
口
一
葉
の
「
だ
け
く
ら
べ
」
(
明
治
二
九
年

発
表
)
は
、
表
通
り
の
坊
ち
ゃ
ん
の
公
立
組
と
、

横
丁
長
屋
の
腕
白
ど
も
の
私
立
組
が
。
事
毎
に
張

り
合
、
せ
り
合
っ
て
い
る
姿
を
軸
に
し
て
描
か
れ

て
い
る
。当
時
の
千
住
の
子
ど
も
た
ち
の
閠
に
も
。

大
な
示

な
り
似
た
よ
う
な
い
ざ
こ
ざ
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
今
の
感

党
で
言
う
公
立
、
私
立
と
は
大
変
事
情
が
違
っ
て

い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

こ
の
私
立
小
学
校
も
本
区
で
は
、
明
治
二
十
年

代
の
後
半
に
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、
や
が
て
義
務

徴
育
に
よ
る
公
立
小
学
校
時
代
と
続
く
の
で

あ

る
。
(

こ
の
項
つ
づ
く
)

訂
正
前
号
の
写
真
脱
明
「
現
在
の
ケ
ン
バ
ン
横

丁
」
は「
中
田
屋
が
あ
っ
た
檎
丁
」の
喚
り
で
す
。

今の千寿第一小学校

高
齢
の
方
の
国
民
年
金

五
年
年
金
の
受
付
を

再
開
し
ま
す

高
齢
の
方
で
も
今
な
ら
国
民
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
。

こ
の
た
ぴ
、
年
金
関
係
の
大
幅
な
改

正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
と
く
に
い

ま
ま
で
年
金
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
ご

年
配
の
方
も
。
加
入
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

い
ま
年
齢
が
六
十
二
歳
か
ら
六
十
七

峨
ま
で
の
方
で
。
い
ま
ま
で
国
民
年
金

に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
方
は
こ
の
機
会

に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

ご
年
配
の
方
の
国
民
年
金
加
入
は
、

こ
れ
が
最
後
の
機
会
で
す
。

加
入
の
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
加
入
で
き
る
方

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
～
明
治
四

十
四
年
四
月
一
日
に
生
れ
た
方
。

た
だ
し
次
に
該
当
す
る
方
は
加
入
で

き
ま
せ
ん
。

○
現
に
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
方
。

○
す
で
に
右
の
制
度
か
ら
年
金
(
通

算
年
金
を
含
む
)
を
受
け
て
い
る

方
や
、
年
金
を
叉
け
る
賢
格
期
間

を
膺
だ
し
て
い
る
万
。

○
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
(
通
算
年

金
を
含
ひ
)
を
受
け
て
い
る
方
や

年
金
を
受
け
る
賢
格
期
間
を
満
た

し
て
い
る
方
。

▼
加
入
申
込
期
間

昭
和
四
十
(
年
十
月
一
日
か
ら
昭
和

四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

▼
加
入
期
間

五
年
間
(
昭
和
四
十
五
年
六
月
か
ら

昭
和
五
十
年
五
月
ま
で
の
保
険
料
を
納

め
る
)

▼
保
険
料

一
か
月

九
百
円

▼
納
付
方
法

昭
和
四
十
五
年
六
月
か
ら
加
入
申
込

の
前
年
ま
で
の
分
に
つ
い
て
は
昭
和
五

十
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
鬨
に
納
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
年
金
額

年
額
九
万
六
千
円
(
月
額
八
千
円
)

が
生
輝一
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
要
件

保
険
料
納
付
済
み
期
間
が
五
年
に
達

し
た
後
に
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
、

ま
た
は
六
十
五
歳
に
連
し
た
後
に
納
付

済
み
期
間
が
五
年
に
な
っ
た
と
き
支
給

さ
れ
ま
す
。

▼
加
入
申
込
場
所

区
役
所
二
階
国
民
年
金
課

▼
持
参
す
る
も
の

申
込
み
す
る
人
の
印
鑑
。

※
い
ま
ま
で
に
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
加
入
期
間
等
を

よ
く
調
べ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

保
険
料
の
免
除
、
繰
上
げ
購
求
等
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

部
落
問
題
の
理

解
の
た
め
に
(
2
4
)

部
落
解
放
運
動
の
歴
史
⑧

大
平
洋
敬
争
が
始
ま
る
と
、
水
平

社
の
運
助
は
強
い
弾
圧
を
受
け
た
。

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
労
働
組
合
や

農
民
組
合
よ
り
も
後
ま
で
斗
い
続
け

た
が
、
つ
い
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
お

し
つ
ぶ
さ
れ
て
い
っ
た
。

部
落
の
生
一防
は
、
戦
争
中
か
ら
戦

後
に
か
け
て
悲
惨
を
極
め
、
大
半
の

人
達
は
失
業
状
態
か
半
失
業
状
態
で

あ
っ
た
。
戦
後
の
農
地
改
革
は
、
耕

作
面
積
三
反
以
下
の
農
民
は
除
外
さ

れ
た
た
め
、
部
落
民
の
ほ
と
ん
ど
は

農
地
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
皮
革
・
靴
・
は
き

物
な
ど
も
戦
争
に
よ
っ
て
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
い
た
。

こ
の
様
な
部
落
の
悲
惨
な
生
活
の

中
か
ら
、
部
落
解
放
運
助
を
再
建
し

よ
う
と
す
る
気
連
が
高

ま
っ
て

き

た
。そ

し
て
、
一
九
四
六
年
二
月
に
、

全
国
水
平
社
の
運
動
を
受
け
つ
き
。

都
落
解
放
全
国
委
員
会
が
生

ま
れ

た
。
「
鷂
落
解
放
委
員
会
」
と
し
た

の
は
。
高
松
差
別
裁
判
糾
弾
闘
争
で

成
果
を
あ
け
た
。
部
落
委
員
会
活
助

の
経
験
か
ら
ひ
き
出
さ
れ
て
い
る
。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
都

(
(
四
-
三
七
(
五
)

旧
軍
人
等
の
加
算
年
が

金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す

恩
給
法
の
一
都
が
改
正
さ
れ
、
昭
和

四
十
八
年
十
月
一
日
施
行
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
つ
き
に
該
当
す
る
方
は
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
時
効
は

権
利
発
生
か
ら
七
年
間
で
す
。

改
正
内
容
　
戦
地
で
勤
務
し
た
旧
軍
人

の
よ
う
に
、
特
殊
の
勤
務
に
服
し
た

公
務
貝
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
勤
務

し
た
年
数
の
ほ
か
に
加
算
年
と
い
・つ

割
増
在
職
年
が
つ
き
、
恩
給
受
給
権

を
取
待
す
る
た
め
の
在
職
年
と
し
て

の
み
算
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
改
正
で
、
こ
の
加
算
年
が
四
十

年
を
超
え
な
い
範
囲
で
金
額
に
算
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
　
現
に
恩
給
を
受
け
て
い
る
方

の
う
ち
、
次
の
①
?
⑧
の
い
づ
れ
か

に
該
当
す
る
方
が
対
象
に

な
り
ま

す
。

①
　
七
十
歳
以
上
(
六
十
八
歳
か
ら

受
付
け
ま
す
)
の
高
齢
者

⑤

傷
病
恩
給
と
普
通
恩
給
を
併
給

さ
れ
て
い
る
万

③

扶
助
料
(
主
に
普
通
扶
助
料
)

を
受
給
し
て
い
る
方
。
受
給
者
が

父
母
の
場
合
は
七
十
歳
以
上
の
方

※
な
お
、
以
上
の
方
で
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
最
低
保
障
顋
を
こ
え
ま
せ
ん

と
改
定
効
果
が
生
じ
な
い
場
合
が

あ
ま
す
。

請
求
窓
口
　
区
役
所
福
祉
課
援
護
葆

(
用
紙
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
)

な
お
窓
口
に
お
い
で
の
陬
は
、
恩

給
(
扶
助
料
)
証
一

と
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

旧
軍
人
傷
病
恩
給
の

再
審
査
請
求

昭
和
二
十
九
年
四
月
を
給
与
の
初
月

と
し
て
実
施
さ
れ
た
、
有
期
傷
病
恩
給

は
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
に
第
四
回
目

の
給
与
期
限
を
迎
え
ま
す
。
期
限
を
迎

え
て
、
な
お
傷
病
が
回
復
し
な
い
方
は

期
限
前
六
か
月
か
ら
請
求
で
き
ま
す
。

所
定
の
書
類
を
総
理
府
恩
給
局
(
新
宿

区
若
松
町
九
五
)
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
※
鮮
し
く
は
、
都
民
生
局
恩
局
第

一
係
(
　
二
二
一一

五
一
一
一
)
へ
。

住
居
表
示
実
施

大
谷
田
・
谷
中
地
区

1
1月
1
日
か
ら
次
の
町
区
域
に
住
居

表
示
を
笑
施
し
ま
す
。

今
回
の
対
象
区
域
は
。
長
門
町
、
大

谷
田
新
町
一
丁
目
。
大
谷
田
新
町
二
丁

目
の
全
部
と
大
谷
田
町
、
上
谷
中
町
、

辰
沼
町
。
柬
加
平
町
。
内
匠
町
、
神
明

町
、
花
畑
町
の
一
都
で
す
。
新
町
名
は

大
谷
田
三
・
四
丁
目
お
よ
ぴ
谷
中
三
・

四
丁
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
実
施
さ
れ
る
面
杖
は
〇
・
五
九

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
で
住
居
表
示
予
定
面

積
(
市
街
地
)
に
対
す
る
割
合
は
(
九

・
八
%
に
な
り
ま
す
。
該
当
区
域
に
お

住
い
の
方
に
は
。
新
住
居
番
号
通
知
一

お
よ
ぴ
、
く
わ
し
い
案
内
一
の
配
布
や

住
居
表
示
板
の
取
付
作
業
を
十
月
一
日
?

十
月
二
十
日
頃
ま
で
に
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
制
限
緩
和

こ
れ
ま
で
は
、
請
求
者
が
公
的
年
金

の
受
給
権
を
有
し
て
い
る
楊
合
は
、
児

童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
饗
手
当
の

睛
求
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
十
月

か
ら
次
の
と
お
り
支
給
の
制
限
が
緩
和

さ
れ
ま
し
た
。

<
児
童
扶
養
手
当
>

請
求
者
が
、
国
民
年
金
法
に
基
づ
く

老
齢
福
祉
年
金
・
障
害
福
祉
年
金
の
受

給
権
を
有
し
て
い
る
場
合
で
も
手
当
の

請
求
が
で
き
ま
す
。
(
た
だ
し
、
前
記

以
外
の
公
的
年
金
を
除
く
。
)

<
特
別
児
童
扶
養
手
当
>

請
求
者
が
、
す
べ
て
の
公
的
年
金
の

受
給
権
を
有
し
て
い
る
場
合
で
も
手
当

の
蹐
求
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
現
在
次
の
手
当
を
受
給
中
の

方
に
つ
い
て
は
手
当
の
併
紿
が
認
め
ら

れ
る
よ
・つ
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
手
当

の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
児
童
扶
養
手
当

身
障
手
帳
1
・
2
級
、
愛
の
手
帳
1

・
2
度
の
児
重
を
養
青
さ
れ
て
い
る
方

は
、
特
別
児
重
扶
養
手
当
が
併
給
さ
れ

ま
す
。

二
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

支
給
対
象
児
が
磯
務
教
育
柊
了
前
で

母
子
家
庭
の
方
は
、
児
童
扶
養
手
当
が

併
給
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
児
竃
手
当
係
へ
。

掲
示
板

■
区
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
の

催
し
も
の

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼

映
画

会
・
:
1
1
/
4
(

土
)
午

後
1

時
3
0
分
　

▼

こ

ど

も

映
画

会
・・
・
1
1
/
4
(

日
)

午
後
2

時

な

お

、1
0
月
2
3

日

は

館

内
聾

理

日

で

す

。

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼

時
吟

教

皇
・・
・
1
0
/
2
7
(
土
)
午

後
2

時
　

▼
文

化

祭
・・
・
1
0
/
2
7
(
土
)

・
2
8
(

日
)
午
前
9

時
3
0
分
　

▼

茶

遭
教

亭

・・
1
0
/
3
0
(
水
)

午

後
1

時

▼
こ

ど
も

映

画
会
・
・・
1
1
/
4
(

日
)
午

後
1

時
3
0
分
　

▼

浪

曲

大

会
・・
・
1
1
/
4
(

日
)
午

後

一
時

な

お

、1
0
月
2
3
日

は

館

内
整

理
日

で

す

。

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼

こ

ど

も
映

画

会
・・
・
1
0
/
2
8
(
日
)

午
後
2

時
3
0
分

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
踊
り
の
教
室
・
・
・
1
0
/
2
4
(
水
)
午

前
1
0
時
3
0
分
　
▼
将
棋
大
会
・
・
・
1
0
/

2
7
(
土
)
午
前
1
0
時
3
0
分
申
込
み
は

2
4
日
ま
で
定
員
4
0
名
　
▼
こ
ど
も

映
画
会
・
-
・
1
0
/
2
8
(
日
)
午
後
1
時
3
0

分

・
1
1
/
4
(

日
)
午

後
1

時
3
0
分

▼

お

茶

の
教

室

会

貝

募
集
・
・
・
1
1月
1

か
ら

受

付

け

■
国
民
年
金
街
頭
相
談

国
民
年
金
に
闢
す
る
相
岐
を
お
受

す
る
た
め
ヽ
都
・
区
共
催
で
、
街
頭

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
一
一
十
四
日
(
水
)

一
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

場
所
　
北
千
住
駅
西
口

■
献
血
に
ご
協
力
を

▽
十
月
二
十
九
日
(
月
)
五
反
野
小

▽
十
月
三
十
日
(
火
)
北
千
住
駅
酉
口

▽
十
一
月
二
日
(
金
)
花
畑
小

▽
十
一
月
五
日
(
月
)
鹿
浜
小

時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
で
す
。

■
わ
た
し
の
便
利
帳

た
だ
い
ま
配
布
中

都
と
区
が
共
同
で
つ
く
っ
た
「
わ

た
し
の
便
利
帳
」
を
た
だ
い
ま
皆
さ

ん
の
お
宅
へ
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
便
利
幔
は
、
日
鳬
生
活
に
必

賽
な
役
所
の
手
続
き
。
勉
強
や
還
助

・
集
会
に
利
用
で
き
る
施
設
な
ど
の

案
内
を
載
せ
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど

し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
十
月
中
に
お
届
け
す
る
予

定
で
す
が
、
も
し
届
か
な
い
お
宅
や

新
し
く
転
入
さ
れ
た
方
に
は
。
も
よ

り
の
出
張
所
で
差
し
あ
げ
て
い

ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
足
立
区
特
産
の

花
の
共
進
会

足
立
区
花
卉
農
業
協
同
組
合
が
主

催
し
、
区
と
足
立
農
業
協
同
組
合
の

後
援
に
よ
る
花
の
共
進
会
が
開
か
れ

ま
す
。
荀
、
フ
リ
ー
ジ
ヤ
、ダ
リ
ヤ
。

百
合
、鉢
物
、枝
吻
な
ど
三
百
余
点
が

出
品
さ
れ
即
売
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

場
所
　
足
立
農
業
協
同
組
合
本
店

(
中
央
本
町
一
丁
目
四
～
二
)

日
時
　
一
般
観
賞
・・・
二
十
二
日

午

後
一
時
か
ら

即
充
・
:二
十
三
日

午
後
一
時
か
ら
。

■
都
設
備
近
代
化
資
金

第
二
次
貸
付
案
内

こ
の
融
資
は
東
京
都
が
都
内
の
中

小
企
業
者
を
対
象
に
、
機
械
設
備
の

股
置
に
必
要
な
賢
金
の
半
額
を
無
利

子
で
賃
付
す
る
も
の
で
す
。

▽
貸
付
限
度
額
　
五
百
万
円

▽
貸
付
利
率
　

無
利
子

▽
償
還
方
法
　
　

一
年
据
置
後
四
缶

(
公
書
十
一
年
)
半
年
斌
償
還

受
付
　
都
金
融
部
特
別
助
成
課
で
、

昭
和
四
十
(
年
十
一
月
一
日
か
ら

十
日
ま
で
受
付
し
ま
す
。

申
込
書
は
区
役
所
経
済
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

□
入
選
発
表

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
。
明
る

く
正
し
い
選
挙
を
推
進
し
て
い
く
う

え
で
役
立
つ
ポ
ス
タ
ー
を
、
区
内
小

中
学
校
の
み
な
さ
ん
に
一
い
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
審
重
の
結
果
、
次
の

万
が
入
選
し
ま
し
た
。
入
選
作
品
は

十
月
二
十
二
日
～
二
十
七
日
の
閧
区

役
所
一
階
ロ
ビ
ー
に
農
示
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
学
校
の
部
　
三
石
利
桂
(
千
三
)

小
林
秀
行
(
千
三
)
　

大
橋
紀
子
(

千
一
)
　

笠
原
直
葵
(
千
六
)

小
室
雅
昭
(
千
六
)

佐
藤
進
(
千

七
)
　

佐
藤
孝
代
(
千
七
)
　

片

岡
條
(
北
三
谷
)
　
膺
野
政
夫
(
北

三
谷
)
　

岡
村
奈
津
子
(
西
伊
興
)

中
学
校
の
部
　
広
中
朋
子
(
開
原
)

■ たばこは区内で買いましょう　■ 善意の共同募金にご協力を　■ 軽自動車も検査が必要… 10/ 1から　■ 国民年金( 三期分) … 納期は10/ 31 Y・T　208, 000


